
 

国際開発研究科では国際協力機構（JICA）の委託を受けて 10 月 6 日から 28 日まで「アジア地域産業

振興（一村一品運動）（B）/  ベトナム国 道の駅の地域振興機能強化」（コースリーダー西川芳昭農

村・地域開発プログラム代表）を実施します。 

 

2007 年 2 月～2009 年 3月に JICA により実施された「ベトナム国道の駅マスタープラン策定調査」では、

全国道の駅マスタープランの提案と、ベトナム北部 3 省（ホアビン省、ニンビン省、バクザン省）でパイ

ロット道の駅の設計・建設・運営管理支援 が行われましたが、従来ベトナムでの沿道休憩施設の特

徴として、ドライブインとしての機能がもっとも重視され、地域振興機能がまだ本格的に実践されていま

せん。 

 

JICA ベトナムは地域振興のため、一村一品運動に関わるセミナーを開催や、「ベトナム国農村地域に

おける社会経済開発のための地場産業振興にかかる能力向上プロジェクト」における一村一品アプロ

ーチの導入等により、一村一品運動に関するノウハウを習得するニーズが高まっているため本研修で

は、ベトナムの道の駅における地域振興機能の強化を目的とし、ベトナム国内で今後普及予定の道の

駅の成功例を構築するための支援を実施することとしました。 

 

研究科では、この研修を単なる日本からベトナムへの技術・経験の移転とは捉えずに、ベトナムからの

研修受け入れを通じた日本国内の地域づくりとの協働作業を実施しようと考えています。そのため、総

長裁量経費事業「国際開発学の地域活動への適用による地域人材育成支援事業」（山田肖子教育・

人材開発プログラム代表）の支援を受けて瀬戸市関係者・国際開発研究科学生とともに地域関係者

の人材育成にも同時に取り組んでいきます。プログラムの概要は次ページの通りです。 

 

【写真：平成 22 年度の様子とベトナムにある道の駅】 
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